
第21号
2009.10.302009.10.30

走れ みさとッ子走れ みさとッ子
（10月10日すこやか園運動会より）

美郷がいちばん、すきです美郷美郷がいちばん、すきです美郷

発行／秋田県美郷町議会
編集／議会広報特別委員会

9月定例会9月定例会
2
4
6

議長あいさつ

委員会構成

10キラリ美郷人

20年度決算概要

8一般質問

議会構成決まる
まちづくり第2ステージへ

財政指標の改善すすむ
3議員が町政を質す
踊りの「輪」から地域の「和」へ



　町財政を勘案して議会自ら定
数を４人削減した美郷町議会。
　町民の負託を受け当選した議
員全員で、責任ある議会活動に
邁進します。
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こ
の
度
の
議
会
の
改
選
に

あ
た
り
行
わ
れ
た
初
議
会
に

お
い
て
、
議
長
に
選
任
を
し

て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重

大
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

町
も
合
併
し
て
早
い
も
の

で
合
併
特
例
期
間
（
10
年
）

の
折
り
返
し
を
迎
え
る
わ
け

で
す
が
、
特
例
終
了
後
の
事

を
考
え
て
み
ま
す
と
後
半
の

５
年
間
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
も
更
な
る
行
財
政
改

革
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
定
数
削
減
に
伴

い
住
民
に
対
す
る
議
会
の
責

務
は
大
き
く
な
っ
た
わ
け
で
、

議
員
個
々
の
活
動
は
も
ち
ろ

ん
大
事
で
あ
り
ま
す
が
美
郷

町
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
民
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
更
に
踏
み
込
ん

だ
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
、
美
郷
町
が
こ
の

先
長
い
歴
史
を
築
く
事
が
出

来
る
よ
う
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
当

た
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
の

も
と
、
不
肖
私
が
、
副
議
長

の
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

美
郷
町
が
誕
生
し
て
早
５

年
、
金
融
不
安
に
端
を
発
し

た
世
界
的
な
不
況
の
中
、
町

の
行
財
政
も
一
段
と
厳
し
さ

を
増
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
度
の
任

期
は
公
共
施
設
や
学
校
の
再

編
統
合
な
ど
、
改
革
の
実
施

に
向
け
た
４
年
間
で
あ
る
と

考
え
ま
す
し
「
よ
り
よ
い
美

郷
町
」
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
、
町
民
と
一
緒
に
な
っ
て

推
進
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

元
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で

あ
り
ま
す
が
「
た
よ
れ
る
行

政
」「
た
よ
ら
れ
る
議
会
」

を
目
指
し
、
粉
骨
砕
身
頑
張

っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
尚
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

髙橋　猛　議長深沢　義一　副議長

◆議長・副議長あいさつ
みさと議会だより 第21号

◆議長・副議長あいさつ
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まちづくり   第２ステージへ



　

９
月
13
日
に
投
開
票
さ

れ
、
当
選
し
た
18
名
の
議
員

に
よ
る
初
議
会
が
、
10
月
５

日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
本

会
議
で
は
、
議
長
と
副
議
長

を
選
挙
で
選
出
し
、
議
席
の

指
定
や
各
常
任
委
員
会
の

委
員
選
任
な
ど
を
行
っ
て
、

議
会
構
成
を
決
め
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
は
、
最
年
長
者

の
泉
繁
夫
臨
時
議
長
の
も

と
に
行
い
ま
し
た
。
単
記
無

記
名
投
票
の
結
果
、
髙
橋
議

員
９
票
、
泉
（
繁
）
議
員
７

票
、
武
藤
議
員
２
票
と
な

り
、
髙
橋
猛
議
員
を
議
長
に

選
出
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
は
、
深
沢

（
義
）
議
員
11
票
、
福
田
議

員
５
票
、
泉
（
美
）
議
員
２

票
と
な
り
、
深
沢
義
一
議
員

を
副
議
長
に
選
出
し
ま
し

た
。

　

議
長
・
副
議
長
の
任
期
は

４
年
、
各
常
任
委
員
会
の
所

属
任
期
は
２
年
で
す
。

【
議
会
選
出
・
監
査
委
員
】

吉
野　

久

【
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
議
員
】

髙
橋　

猛
・
伊
藤
福
章

澁
谷
俊
二
・
熊
谷
隆
一

【
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合

議
会
議
員
】

髙
橋　

猛
・
武
藤
威

森
元
淑
雄
・
飛
澤
龍
右
ェ
門

【
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合

議
会
議
員
】

髙
橋　

猛
・
深
沢
義
一

泉　

繁
夫

	 森元淑雄	 泉美和子	 深沢義一
	 武藤威	 戸澤勉	 中村美智男

	 吉野久	 戸澤勉	 深沢義一
	 飛澤龍右エ門	 泉美和子	 深澤均

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

（副委員長）

（副委員長）

（副委員長）

（委員長）

（委員長）

（委員長）

請願・陳情請願・陳情

7
月

24
日	
県
南
３
カ
町
村
議
会

議
員
連
絡
協
議
会

31
日	
秋
田
県
町
村
議
会
議

員
研
修
会

	

秋
田
県
町
村
議
会
広

報
研
修
会

8
月

５
日	

議
会
運
営
委
員
会

６
日	

議
会
全
員
協
議
会

24
日	

議
会
運
営
委
員
会

26
日	

議
会
全
員
協
議
会

31
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

第
８
回
議
会
定
例
会

（
～
９
月
４
日
）

	

教
育
民
生
常
任
委
員

会

9
月

13
日	

美
郷
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
投
開
票
日

10
月

５
日	

第
９
回
議
会
臨
時
会

	

総
務
常
任
委
員
会
・	

教
育
民
生
常
任
委
員

会
・
産
業
建
設
常
任

委
員
会
・
議
会
運
営

委
員
会
・
議
会
広
報

委
員
会
・
議
会
広
報

特
別
委
員
会

19
日	

議
会
広
報
特
別
委
員

会

23
日	

議
会
広
報
特
別
委
員

会

◇「保険で良い歯科医療の実現を求める意見書」の採択を求める陳情
	 秋田県保険医協会	 会長　三浦利治　（採択しました）

議
会
の
動
き

承認第５号	 専決処分事項の承認を求めること
について

認定第１号	 平成20年度美郷町一般会計決算認
定について

認定第２号	 平成20年度美郷町国民健康保険特
別会計決算認定について

認定第３号	 平成20年度美郷町老人保健特別会
計決算認定について

認定第４号	 平成20年度美郷町簡易水道事業特
別会計決算認定について

認定第５号	 平成20年度美郷町下水道事業特別
会計決算認定について

認定第６号	 平成20年度美郷町農業集落排水事
業特別会計決算認定について

認定第７号	 平成20年度美郷町後期高齢者医療
特別会計決算認定について

議案第59号	 字の区域の変更について
議案第60号	 財産の取得について
議案第61号	 美郷町役場の位置を定める条例の

一部改正について
議案第62号	 美郷町出張所設置条例の制定について
議案第63号	 美郷町公告式条例の一部改正について
議案第64号	 美郷町課設置条例の一部改正について

提出議案一覧
	 中村利昭	 森元淑雄	 吉野久
	 髙橋猛	 熊谷隆一	 泉美和子

	 中村美智男	 澁谷俊二	 飛澤龍右エ門
	 戸澤勉	 泉繁夫	 福田守

	 深沢義一	 武藤威	 深澤均
	 伊藤福章	 杉澤隆一	 熊谷良夫

議
会
構
成
決
ま
る

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議案第65号	 美郷町地域雇用創出推進基金条例
の制定について

議案第66号	 美郷町印紙等購入基金条例の制定
について

議案第67号	 美郷町保健センター設置条例の一
部改正について

議案第68号	 平成21年度美郷町一般会計補正予
算第６号

議案第69号	 平成21年度美郷町国民健康保険特
別会計補正予算第２号

議案第70号	 平成21年度美郷町老人保健特別会
計補正予算第１号

議案第71号	 平成21年度美郷町簡易水道事業特
別会計補正予算第２号

議案第72号	 平成21年度美郷町下水道事業特別
会計補正予算第２号

議案第73号	 平成21年度美郷町農業集落排水事
業特別会計補正予算第４号

議案第74号	 平成21年度美郷町後期高齢者医療
特別会計補正予算第１号

発議第２号	 美郷町議会委員会条例の一部改正
について

発議第３号	 保険で良い歯科医療の実現を求め
る意見書の提出について

45 ◆議会構成決まる
みさと議会だより 第21号

◆提出議案一覧・議会の動き
みさと議会だより 第21号

（副委員長）（委員長）（副委員長）（委員長）



平成20年度各会計の収支決算総括表【単位：千円】

会計名 歳入決算 歳出決算 認定の結果

一 般 会 計 11,866,524 11,735,222 全員賛成

国民健康保険特別会計 2,464,102 2,298,080 全員賛成

老 人 保 健 特 別 会 計 240,523 240,523 全員賛成

簡易水道事業特別会計 663,011 657,050 全員賛成

下 水 道 事 業 特 別 会 計 206,915 200,475 全員賛成

農業集落排水特別会計 328,802 325,240 全員賛成

後期高齢者医療特別会計 161,096 160,862 全員賛成

合　　計 15,930,973 15,617,452 

健全化判断比率 平成 20 年度 平成 19 年度 早期健全化基準
①実質赤字比率 －％ －％ 13.80%
②連結実質赤字比率 －％ －％ 18.80%
③実質公債費比率 18.3% 19.4% 25.0%
④将来負担比率 122.6% 142.8% 350.0%

※赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「－」を表示しています。

■実質赤字比率
　一般会計等の実質赤字の比率
■連結実質赤字比率
　全ての会計の実質赤字の比率
■実質公債費比率
　公債費及び公債費に準じた経費の比重を示す比率
■将来負担比率
　地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の比率

財政指標の改善すすむ財政指標の改善すすむ
　
9
月
定
例
会
を
8
月
31
日
か

ら
4
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期

で
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
議
案
は
平
成
20
年

度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
26

議
案
。
そ
の
す
べ
て
を
、
原
案

の
と
お
り
承
認
・
認
定
・
可
決

し
ま
し
た
。

　議会に提出された平成 20
年度一般会計の決算状況は
歳入 118 億 6,652 万４千円、
歳出 117 億 3,522 万２千円
で 差 引 残 額 1 億 3,130 万 2
千円ですが、これには翌年度
へ繰り越す財源として 4,680

万１千円が含まれており、実質収支は 8,450 万１千円の黒字決算でした。
　また国民健康保険、簡易水道、下水道、集落排水、後期高齢者医療の特別会計は
黒字決算、平成 20 年 4 月に後期高齢者医療に移行した老人保健は同額決算でした。
　また、地方公共団体の財政状況を客観的に表す財政指標が公表され、実質公債費
比率が平成 19 年度 19.4％から平成 20 年度 18.3％へと改善がすすむなど、他の
指標数値も基準を下回っていることが報告されました。

東京都・御田小学校と千屋小学校の交流より

67 ◆Ｈ20年度決算概要
みさと議会だより 第21号

◆Ｈ20年度決算概要
みさと議会だより 第21号

平成20年度決算認定

滞
納
者
へ
の
対
応
は

議
員　

滞
納
者
が
増
え
て
い

る
が
、
法
的
な
措
置
を
検
討

す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
る
。

歳　

入

20
年
度
決
算
質
疑

行
財
政
運
営
の
重
点

事
項
は

議
員　

行
財
政
運
営
を
行
う

上
で
重
点
事
項
と
考
え
方
を

う
か
が
う
。
ま
た
、
政
権
交

代
で
歳
入
状
況
の
見
通
し
は
。

企
画
財
政
課
長　

物
件
費
、

人
件
費
の
削
減
に
努
め
て
き

た
し
、
今
後
と
も
努
力
し
て

い
く
。

　

政
権
交
代
に
つ
い
て
は
国

の
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、

体
力
に
合
っ
た
事
業
運
営
を

心
が
け
る
。

安
全
へ
の
配
慮
を

議
員　

坪
立
線
の
歩
道
新
設

工
事
は
、
安
全
上
の
観
点
か

ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
交

差
点
か
ら
交
差
点
ま
で
に
す

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

建
設
課
長　

補
助
金
の
問
題

も
あ
っ
た
が
、
今
後
安
全
に

配
慮
し
た
歩
道
工
事
と
安
全

対
策
に
努
め
る
。

来
年
度
の
対
応
は

議
員　

地
域
雇
用
創
出
推
進

事
業
は
2
カ
年
だ
が
、
来
年

度
交
付
税
算
入
さ
れ
な
い
場

合
の
対
応
は
。

町
長　

雇
用
対
策
に
つ
い
て

は
、
町
の
総
合
計
画
の
中
で

も
検
討
を
進
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

事
業
内
容
は

議
員　

活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
事
業
費
補
助
金
の
補
助
内

容
と
今
後
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

七
夕
行
事
な
ど
、

地
域
の
伝
統
行
事
に
使
わ
れ

て
お
り
、
冬
期
行
事
な
ど
の

た
め
追
加
補
正
を
お
願
い
し

た
。

歳　

出

販
売
状
況
は

議
員　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
現

在
の
販
売
状
況
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑

税
務
課
長　

納
付
能
力
の
あ

る
方
に
は
強
制
執
行
で
対
応

し
て
お
り
、
町
県
民
税
46
万

円
、
固
定
資
産
税
55
万
円
、

軽
自
動
車
税
5
万
円
、
国
保

税
84
万
円
の
51
件
を
収
納
し

て
い
る
。

制
度
内
容
は

議
員　

高
齢
者
住
宅
貸
付
金

制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件

で
ど
れ
く
ら
い
の
資
金
を
提

供
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

60
歳
以
上

の
高
齢
者
と
同
居
者
を
対
象

に
、
２
０
０
万
円
を
上
限
に

10
年
以
内
に
償
還
す
る
制
度

農
政
課
長　

平
成
20
年
度
は

販
売
額
５
７
０
万
円
、
21
年

度
は
6
月
末
で
販
売
額
６
０

６
万
円
だ
。

対
象
外
の
理
由
は

議
員　

町
が
購
入
す
る
環
境

対
応
車
購
入
補
助
金
が
対
象

外
に
な
っ
た
理
由
は
。

総
務
課
長　

総
務
省
の
想
定

を
上
回
る
申
込
が
一
般
の

方
々
か
ら
あ
っ
た
か
ら
と
認

識
し
て
い
る
。

伝統行事の舟ッコ流し

で
、
平
成
20
年
度
は
1
件
の

利
用
が
あ
っ
た
。



町政を問う

３
議
員
が
町
政
を
質
す

３
議
員
が
町
政
を
質
す

た
だ

髙橋　正治 議員
深澤　　均 議員
鈴木　　一 議員

質 問 者（質問順）

髙橋　正治 議員

深澤　均 議員

鈴木　一 議員
議
員　

あ
ら
し
な
公
園
は
、

平
成
４
年
度
か
ら
美
し
い
村

づ
く
り
事
業
と
し
て
整
備
さ

れ
、
地
域
の
活
性
化
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
今

回
、
公
共
施
設
の
再
編
対
象

と
な
り
廃
止
さ
れ
る
。

　

地
元
で
は
、
や
る
気
の
あ

る
若
者
の
芽
を
摘
ま
な
い
よ

う
あ
ら
し
な
公
園
ハ
ウ
ス
を

守
る
会
を
結
成
し
た
と
聞
く
。

現
在
、
少
子
高
齢
化
や
限
界

集
落
な
ど
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
ら
し
な
ハ
ウ
ス
の
存
続
を

　
将
来
を
俯ふ

か
ん瞰
し
た
取
り
組
み
だ

除草剤散布の
ルールづくりを

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

問
題
で
の
か
か
わ
り
は

　
対
応
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

　
努
め
る

何
度
も
議
会
と
意
見
交
換
し
、

６
月
４
日
開
か
れ
た
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
共
通
認

識
と
合
意
の
も
と
『
美
郷
町

公
共
施
設
再
編
計
画
』
を
策

定
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

町
民
要
望
に
で
き
る
限
り
応

え
る
た
め
に
は
、
現
状
を
冷

静
に
見
据
え
将
来
を
俯
瞰
し

た
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
そ

れ
が
、
未
来
に
対
す
る
町
と

議
会
の
責
任
で
も
あ
る
。

　

な
お
、
維
持
管
理
を
自
己

責
任
と
自
己
経
費
で
引
き
受

け
る
団
体
が
あ
れ
ば
、
方
策

を
検
討
し
た
い
。

町
長　

仏
沢
公
園
に
は
、
町

の
木
の
ア
カ
マ
ツ
が
多
く
生

育
し
、
管
理
に
は
気
を
配
っ

て
い
る
。
春
に
巡
回
し
発
見

し
た
松
く
い
虫
被
害
木
は
、

伐
倒
燻く

ん
じ
ょ
う
蒸
し
処
理
し
た
。

　

指
摘
の
被
害
木
は
、
そ
の

後
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

早
速
、
伐
倒
燻
蒸
す
る
。

 

松
枯
れ
病
対
策
は

議
員　

先
日
、
仏
沢
公
園
の

森
で
３
～
４
本
く
ら
い
松
枯

れ
病
の
木
を
発
見
し
た
。
町

は
、
そ
れ
を
把
握
し
処
理
対

策
を
し
て
い
る
か
。
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議
員　

民
生
委
員
の
基
本
的

な
役
割
と
、
活
動
状
況
を
う

か
が
う
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
な
ど
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
問

題
で
の
か
か
わ
り
を
う
か
が

う
。

町
長　

民
生
委
員
は
、
法
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

議
員　

高
齢
者
の
方
か
ら
、

道
路
の
路
肩
に
除
草
剤
を
ふ

ら
な
い
で
ほ
し
い
と
の
要
望

を
受
け
た
。
理
由
は
、
除
草

剤
の
影
響
で
路
肩
が
な
く
な

り
、
端
に
寄
っ
た
と
き
に
怖

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

現
在
の
農
家
の
高
齢
化
な

ど
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
状
況

は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る

が
、
公
道
へ
の
除
草
剤
散
布

の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
、
啓
蒙

の
必
要
性
を
う
か
が
う
。

町
長　

美
郷
町
の
町
道
は
約

１
０
５
７
㎞
に
及
ん
で
お
り
、

道
路
の
路
肩
や
の
り
面
の
草

刈
は
、
隣
接
す
る
農
地
所
有

者
が
相
互
扶
助
精
神
の
も
と
、

地
域
の
習
慣
と
し
て
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

除
草
は
、
機
械
や
除
草
剤

散
布
と
な
る
が
、
仮
に
除
草

剤
使
用
に
制
約
を
設
け
た
場

合
は
手
間
が
か
か
り
、
従
前

の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
か

不
安
だ
。
ま
た
、
町
が
す
べ

て
機
械
除
草
を
お
こ
な
う
こ

と
は
、
物
理
的
に
も
経
費
的

に
も
対
応
で
き
な
い
。

　

町
で
は
、
今
後
も
地
域
の

環
境
を
地
域
で
守
っ
て
も
ら

う
観
点
で
、
地
域
住
民
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
除
草
剤
使
用
に

つ
い
て
は
使
用
基
準
を
踏
ま

え
た
使
用
を
意
識
喚
起
し
て

い
く
が
、
の
り
面
な
ど
へ
の

除
草
剤
使
用
の
ル
ー
ル
づ
く

り
は
困
難
で
、
自
発
的
判
断

に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
。

　

な
お
、
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
対
応
し
て
い
く
の
で
お

知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行

い
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

町
の
民
生
委
員
は
、
現
在

68
人
で
一
人
当
た
り
平
均
１

０
０
世
帯
を
担
当
し
て
い
る
。

相
談
件
数
は
平
成
20
年
度
で

約
２
４
０
０
件
。
内
容
は
、

子
育
て
や
教
育
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
福
祉
、
健
康
や
介

護
保
険
・
医
療
保
険
、
雇
用

や
仕
事
、
家
族
関
係
や
生
活

環
境
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
相
談
を
受
け
、

町
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
関
係
機
関
に
引
き
継
い
だ

り
、
自
ら
の
技
量
で
解
決
し

た
り
、
事
例
に
応
じ
た
対
応

を
し
て
い
る
も
の
と
評
価
し

て
い
る
。

　

生
活
保
護
に
関
し
て
は
、

保
護
の
決
定
は
県
福
祉
事
務

所
が
実
施
す
る
が
役
場
を
通

じ
て
お
こ
な
う
も
の
で
あ
り
、

相
談
者
へ
の
配
慮
な
ど
民
生

委
員
や
役
場
の
対
応
を
ス
キ

多
い
中
山
間
地
域
の
思
い
に
、

行
政
と
し
て
も
っ
と
耳
を
傾

け
ら
れ
な
い
か
。

　

解
体
費
用
の
一
部
を
分
割

補
助
し
、
地
元
に
管
理
委
託

す
る
方
法
も
あ
る
。
真
の
美

し
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
一
度
、
地
元
住
民
と
話
し

合
う
べ
き
だ
。

町
長　

前
年
度
の
あ
ら
し
な

公
園
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
は
３

件
だ
っ
た
。
町
で
は
、
こ
う

し
た
各
施
設
の
利
用
状
況
や

設
置
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て

自発的判断に 委ねたい

あらしなハウス

ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
意
識
喚

起
に
努
め
て
い
く
。

89
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委
員
長 

泉
　
美
和
子

副
委
員
長 

深
澤
　
　
均

委
　
員 

吉
野
　
　
久

委
　
員 

戸
澤
　
　
勉

委
　
員 

飛
澤
龍
右
エ
門

委
　
員 

深
沢
　
義
一

　
次
回
定
例
会
は
、
12
月

上
旬
の
開
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
総
選
挙
後
の
新
政
権
の
も
と
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
や
雇
用
問
題
な
ど
、
国
民
生

活
改
善
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
美
郷
町
議
会
で
も
住
民
要
望
に
基
づ
い

た
議
員
の
旺
盛
な
発
言
こ
そ
議
会
の
要
で
あ

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
微
力
を
つ
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
改
選
後
の
新
メ
ン
バ
ー
で
の
広
報
委
員
会

で
す
。
分
か
り
や
す
い
議
会
報
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

泉
　
美
和
子

　
今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
、
途
切
れ

て
い
た
盆
踊
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、

四
つ
の
集
落
か
ら
有
志
が
集
ま
っ
て

本
館
地
元
盆
踊
り
保
存
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
８
月
14
日
が
地
元
八
幡

神
社
の
宵
祭
り
な
の
で
、
そ
の
時
に

奉
納
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
よ
う
と

い
う
事
に
な
り
、
今
日
ま
で
続
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
盆
踊
り
の
特
徴
は
、
一
番
と
二

番
が
あ
る
事
や
、
太
鼓
を
た
た
く
子
供

た
ち
の
人
数
の
多
さ
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
太
鼓
の
練
習
は
、
８

月
に
入
っ
て
か
ら
一
週
間
ぐ
ら
い
。
夜

の
７
時
か
ら
一
時
間
ほ
ど
、
本
館
児
童

館
で
小
学
生
の
親
の
会
や
、
年
番
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

が
教
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
本
館
地
元
盆
踊
り
保
存
会

踊
り
の
会
（
会
長
　
高
橋
進
子
さ
ん
）

が
結
成
さ
れ
、
色
々
な
行
事
に
参
加

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
盆
踊
り
が
復
活
さ
れ
た
事
で
、
人

と
人
と
の
絆
が
生
ま
れ
、
地
域
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
様
に
思
い

ま
す
。
私
達
が
受
け
継
い
だ
伝
統
行

事
を
、
後
世
に
継
承
し
て
い
く
の
が

責
任
と
受
け
止
め
、
地
域
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
野
　
均

踊りの「輪」から
　　　　地域の「和」へ

議

会

広

報

特
別
委
員
会

本館地元盆踊り保存会会長

中野　均さん
（美郷町本館在住）


